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	fill_1_6: ＜シンガポールという環境について＞
シンガポールは、アジアの中でも経済の中心かつ文化的にも多様である。国土面積は非常に小さいが、その中に、多国籍な人々、企業が存在しているため、まさにグローバルな環境である。例えば、バスに乗ったら、多国籍の人々が必ずいる。
気候に関しては、一年を通じて熱帯気候であるため、日本と違い四季を感じることはできない。
食事は、中国料理、マレー料理、インド料理。。。等多様であるが、基本的に味の濃い料理である。
東南アジアの中でも地理的に中心であるため、休みの期間には他の国への旅行も楽しむことができた。

＜大学で生活＞

大学の学習設備は非常に整っており、不満を感じることは少なかった。衣食住について困ることはほとんど無かった。しかし、一年を通じて蚊がいるため、ジカ熱の予防は必要である。大学の教室の中は空調が効いているため非常に涼しいが、外気との寒暖差が激しいため、体調を崩しやすい。授業でのグループワークが多くあるため、英語を話す環境は整っていた。
基本的に大学の生活で困ることは少なく、日本人に対して非常に寛容であった。

＜大学での課外活動＞

大学には多くの課外活動があり、留学生であっても参加することができる。また、学習設備だけではなく、運動をする設備も整っているため、運動系の活動も盛んに行われていた。
私も４つほど課外活動に参加し、現地の大学生と交流することができた。

＜キャリア形成について＞
シンガポールでは、多様なバックグラウンドを持つ人々とコミュニケ－ションをとる楽しさを知ることができたので、これからもしていきたい。就職活動という面では、シンガポールに進出している日本企業の数も多いため、多くの社会人と会って話をすることができ、キャリアのイメージをつかむことができた。

＜まとめ＞
シンガポールでの1年の交換留学は、つらいこともあったが総じて学ぶことが多く、自身の気持ち次第で多くの新しいことに挑戦することができ非常に深い学びになった。
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